




・種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

第二種優先株式 １株当たり配当金 

 第 1 四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

 円 円 円 円 円 
30 年 3 月期 ― 0.000 ― 25.56 ― 

31 年 3 月期 ― 0.00  

31 年 3 月期 
（予想） 

 ― 25.72 25.72

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

２．平成 29年 10 月 1 日付で第二種優先株式 10 株につき 1株の割合で株式併合を実施したた

め、平成 30年 3 月期の 1株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した

金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。 

株式併合後の基準で換算した平成 30 年 3 月期の 1 株当たり年間配当金合計は 25 円 56

銭となります。 

３．１株当たりの払込金額 200 円 

     ４．１株当たり配当金の算定の基礎となる計数及び算式 

     （１）30 年 3月期 

       ①算式 

         配当金＝１株当たりの払込金額×（日本円 TIBOR＋1.15％） 

         （※）株式併合の影響を考慮し、1 株当たりの払込金額を 2,000 円として算出して

おります。 

       ②日本円 TIBOR 

         平成 29 年 4 月 1日における日本円 TIBOR（12 ヶ月物）＝0.12818％ 

       ③発行済株式数 

         17,500,000 株 

     （２）31 年 3月期（予想） 

       ①算式 

         配当金＝１株当たりの払込金額×（日本円 TIBOR＋1.15％） 

（※）株式併合の影響を考慮し、1 株当たりの払込金額を 2,000 円として算出して

おります。 

       ②日本円 TIBOR 

         平成 30 年 4 月 2日における日本円 TIBOR（12 ヶ月物）＝0.13636％ 

       ③発行済株式数 

         7,500,000 株 

         （※）平成 30 年 5月 11 日付で第二種優先株式 10,000,000 株を取得し、同日そのす

べてを消却したため、当第 2 四半期会計期間末現在発行済株式数は 7,500,000

株となっております。 
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